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常設展って何？

発行／気仙沼･本吉地域広域行政事務組合
（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

❷・･････・・常設展って何？

❸・・・・・・・・リア美の常設展

❹･････・・・常設展＊方舟日記展

❺・・・・････常設展＊美術作品展

❻❼・・・・・・常設展＊震災資料展

❽・・・・・・・・ご利用案内／お問合せ先

けせんぬま・もとよし広域

ご
利
用
案
内

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

お
問
合
せ
先

常
設
展
見
学
モ
デ
ル
ー
遠
足
や
校
外
学
習
に
も

開館時間 9：30～17：00（最終入館は～16：30）

休館日

毎週月・火曜日／祝日の翌日（土、日・

祝日を除く）・年末年始・メンテナンス

休館（12 月末～１月中旬頃）

入館料 無 料

観覧料

※フリーパス

ポートで圏域

内小･中学生、

高校生は無料

■常設展 （団体は２０名以上）

区 分 個 人 団体料金

一 般 700円 600円

大学･短大

専門学生
600円 500円

高校生 500円 400円

小･中学生 350円 250円

※常設展は 3 種ご覧になれます。

■企画展＝展覧会ごとに設定

■共催展等＝基本無料

特集号 Vol.3

収蔵美術作品常設展示室の様子 手前作品＝【 深 海 】 首藤 晃／2006 年／木・鉄

■
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス 

(30
分
〜
１
時
間
)

■
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス 

(目
安
２
〜
３
時
間
)

お
目
当
て
の
常
設
展
の
観
覧
(学
芸
員
解
説
も
可
)

社
会
科
　
「昔
の
道
具
」・「地
域
の
産
業
や
歴
史
」な
ど

美
術
科
　
「美
術
作
品
鑑
賞
」・「素
材
と
表
現
」な
ど

生
活
・総
合
　
「震
災
か
ら
学
ぶ
」・「減
災
学
習
」な
ど

※

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及

び
そ
の
介
護
者
１
名
は
常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及
び
障
害
の
程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級

の
方
の
介
護
者
１
名
は
常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。

常
設
展
と
企
画
展
を
観
覧
▼
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
や

喫
茶
▼
建
築
の
観
賞
▼
シ
ョ
ッ
プ
で
お
買
い
物

　
企
画
展
鑑
賞
「
〇
〇
展
」
▼
美
術
・
民
俗
常
設
展
観
覧

　
　▼
昼
食
(レ
ス
ト
ラ
ン
)▼
震
災
常
設
展
観
覧

館
内
と
館
周
辺
の
散
策
・
展
望
台
で
の
記
念
撮
影
・
建

築
、
屋
外
作
品
観
賞
・中
庭
で
お
弁
当
ラ
ン
チ
な
ど
。

学
校
の
先
生
！
行
事
の
幹
事
さ
ん
！
当
館
学
芸
員
を
講

師
と
す
る
講
座
は
い
か
が
で
す
か
？
ジ
ャ
ン
ル
は
美
術
・
工

作
・
地
域
文
化
・
歴
史
・
民
俗
・
震
災
な
ど
幅
広
く
、
メ
ニ
ュ
ー

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
講
師
料
や
交
通
費
は
無
料
。
内
容

や
時
間
な
ど
は
応
相
談
。
ご
要
望
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

か
ら
「
出
前
授
業
に
つ
い
て
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

例
￥
０ 

で
楽
し
む
美
術
館 

(入
館
の
み
な
ら
無
料
)

出
前
授
業
の
ご
案
内
ー
講
師
料
は
無
料
で
す

三
陸
自
動
車
道
【
気
仙
沼
中
央
IC
】
か
ら
約
５
㎞
(
仙

台
市
か
ら
約
１
１
５
㎞
／
石
巻
市
か
ら
約
７０
㎞
／
陸

前
高
田
市
か
ら
約
25
㎞
)
、
東
北
自
動
車
道
【
一
関
IC
】
か
ら
約

50
㎞
◆
無
料
駐
車
場
あ
り
(普
通
37
台
・大
型
５
台
)

東
北
新
幹
線
【
一
ノ
関
】
ー
(
大
船
渡

線
)
ー
【
気
仙
沼
】
／
東
北
新
幹
線
【
仙

台
】ー
(気
仙
沼
線
)ー
【気
仙
沼
】 ※

気
仙
沼
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

(
約
15
分
〜
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※

「
タ
ク
シ
ー
割
引
券
」

と
「
常
設
展
観
覧
券
引
換
券
」
の
セ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
が
気
仙
沼

駅
前
観
光
案
内
所
、
気
仙
沼
市
観
光
協
会
(
電
話
:
０
２
２
６-

２
２-

４
５
６
０
)
で
販
売
中
。※

現
在
、
気
仙
沼
線
【
前
谷
地-

気
仙
沼
】
、
大
船
渡
線
【
盛-

気
仙
沼
】
間
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
。
＊
仙

台-

気
仙
沼
、
一
関-

気
仙
沼
間
で
高
速
バ
ス
運
行
中
。
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リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館



本
号
は
、
前
特
集
号
(
２
０
２
２
年
６
月
１
日
号
)
に
続

く
、
「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
特
集
号
」
の
第
３
弾
と
な

り
ま
す
。
第
１
号
で
は
当
館
の
施
設
概
要
や
ご
利
用
方
法

の
ほ
か
、
見
ど
こ
ろ
や
事
業
内
容
な
ど
を
、
第
２
号
で
は

当
館
の
「
教
育
普
及
事
業
」
の
活
動
内
容
を
中
心
と
し
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
当
館
の
事
業
の
中
で
も
核
を
な
す
常
設
展

に
つ
い
て
改
め
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
号
と
併
せ

て
保
存
版
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
は
主
に
現
代
美
術
を
紹
介
し

つ
つ
、
地
域
の
生
活
文
化
を
普
及
す
る
た
め
の
歴
史
民
俗

系
常
設
展
示
を
持
つ
総
合
博
物
館
的
な
美
術
館
で
す
。

基
本
方
針
は
、
東
北･

北
海
道
の
美
術
を
中
心
に
調
査

研
究
、
展
覧
会
を
催
し
、
同
時
に
東
北･

北
海
道
を
エ
リ

ア
と
す
る
地
域
文
化
、
特
に
漁
村
文
化
と
食
文
化
を
中

心
に
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
研
究
、
蓄
積
、
展
示
し
ま
す
。

圏
域
に
内
在
す
る
文
化
資
源
を
発
掘
し
「
食
」
を
軸
と

し
て
紹
介
す
る
「方
舟
日
記
」。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
紹
介
す
る
「
収
蔵
美
術
作
品
展
」
。
東
日
本
大
震
災

の
記
録
資
料
等
を
常
設
展
示
す
る
「東
日
本
大
震
災
の
記

録
と
津
波
の
災
害
史
」
。
現
在
、
こ
の
【
民
俗
・
歴
史
】
・

【
ア
ー
ト
】
・
【
震
災
】
の
３
本
柱
が
当
館
の
常
設
展
の
基
軸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
美
術
館
や
博
物
館
に
も
、
た
い
て
い
「
常
設
展
」

が
あ
り
ま
す
。
「
常
設
展
」
と
い
う
の
は
、
『
常
』
に
『
設
』
け

ら
れ
て
い
る
『
展
』
示
の
こ
と
。
そ
の
館
の
活
動
方
針
に
沿

っ
て
調
査
・
研
究
・
収
集
さ
れ
た
資
料
や
所
蔵
品
を
常
時

公
開
し
て
い
る
展
示
の
こ
と
で
す
。

限
定
的
な
会
期
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い※

の
で
、
開
館

中
な
ら
い
つ
で
も
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の

博
物
館
・
美
術
館
等
で
は
こ
の
常
設
展
を
主
軸
と
し
て
、

年
に
数
本
の
企
画
展
(
多
く
の
場
合
は
会
期
限
定
)
を
開

催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

定
期
的
に
展
示
替
え
等
を
行
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。

開
館
前
、
当
圏
域
の
構
成
市
町
で
あ
る
気
仙
沼
市
、
唐

桑
町
、
本
吉
町
、
歌
津
町
、
志
津
川
町
、
津
山
町
(
現
:
登

米
地
区
)
の
一
市
五
町
の
文
化
資
源
を
発
掘
す
べ
く
「
宝

探
し
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
品
々
を
調
査
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
地
域
文
化
の
宝
」
と
し
て
生
活
道
具
や
漁

具
、
信
仰
に
関
す
る
品
々
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
当
初
は
、
そ
れ
ら
を
常
設
展
の
基
本
資
料
と
し
、

【
リ
ア
ス
の
美
と
造
形
】
と
題
し
て
当
地
域
の
「
日
常
」
と

「
ハ
レ
の
日
」
に
見
る
『
か
た
ち
』
と
『
文
化
』
を
紹
介
し
ま

し
た
。
一
方
、
美
術
収
蔵
品
を
有
し
て
い
な
い
当
時
は
美

術
作
品
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
１
(
平
成
13
)
年
に
は
、
【
方
舟
日
記
〜
海
と
山

を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
〜
】
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
こ
の
地
域
を
昔
か
ら
現
在
ま
で
支
え
続
け
て
き
た

「食
」を
軸
に
、
薄
れ
ゆ
く
地
域
の
民
俗
、
習
俗
、
歴
史
、
生

活
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
し
、
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

と
同
時
に
、
芸
術
文
化
理
解
の
一
助
と
す
る
展
示
と
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
寄
託
や
寄
贈
な
ど
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
美

術
作
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
、
収
蔵
美
術
作
品
展

も
常
設
化
し
ま
し
た
。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
の
絵
画
や
彫

刻
、
工
芸
な
ど
多
様
な
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
当
館
学
芸
員
の
一
人
、

萱
岡
主
任
学
芸
員
の
イ
ラ
ス
ト
で

ご
案
内
し
ま
す
。

担
当
は
歴
史
・民

俗
分
野
。
福
井
県
出

身
の
33
歳
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は

常
設
展
の
展
示
解
説
で
も
イ
ラ
ス
ト
を
担
当

し
て
い
る
当
館
の
山
内
館
長
が
描
い
て
い
ま
す
！

常
設
展
を
観
れ
ば
、
そ
の
施
設
の
基
本
方
針
や
地
域
の

歴
史
や
文
化
が
分
か
る
た
め
、
各
地
を
訪
れ
た
際
に
は
、

特
別
企
画
展
だ
け
で
な
く
「
常
設
展
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
！

そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

地
元
作
家
の
作
品
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

常
設
展
っ
て
何
？

リ
ア
美
の

常
設
展

前号の表紙

民
俗

歴
史

震

災

リア美常設展

３

ア
ー
ト

か

や

お

か

あ
ら
た
め
て
！

リ
ア
美

常
設
展

の
由
来

コ
モ
ン
ホ
ー
ル
(３
階
)か
ら
望
む
常
設
展
示
室
　
「ア
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

民俗・歴史展示　「方舟日記～海と山を生きるリアスなくらし～」　展示の一部 （民具や漁具の他、囲炉裏の再現展示などがある）

リ
ア
美
の
内
観
写
真

　
　
　
　
　
が
表
紙
だ
よ
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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展
設常

キーワードパネル 「風俗画報大海嘯被害録」の挿絵

現場での活動の様子（被災物の収集）

2011 年 3 月 29 日、気仙沼

市浜町（鹿折地区）の状況。津波

被災現場を歩くと、目にする光

景の非現実性、あまりの異常さ

に思考が停止してしまう。常識に

裏付けられた論理的な解釈がで

きず、一瞬、妙に幼稚な思考が顔

をのぞかせる。「巨人のいたずら

…」、などと感じたりするのだ。

実際、そんな程度の発想しかで

きないほどメチャクチャな光景

が果てしなく続いていた。

津波っつうの、みな持ってっ

てしまうべぇ、んだがら何にも

残んねえのっさ・・・

基礎しかねえし、どごが誰の

家だが、さっぱり分かんねんだ

でば。 そんでも、玄関だの、風

呂場だののタイルあるでしょ。

あいづで分かんだね。 俺もさ

ぁ、そんで分かったのよ。 手の

ひらくらいの欠片でも、家だが

らねぇ。

残ったのそれだけだでば。

被災物 「タイル片」

（気仙沼市･南三陸町各所

／2012.3.30～4.20）

気仙沼市･南三陸町

の小･中学生、高校生

は観覧無料です！

＊フリーパスポートをその場

で作れるよ！

次の津波に備えないといけないよね。

東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

陸
に
乗
り
上
げ
車
路
に
鎮
座
し
た
大
型

漁
船
群
と
柵
に
乗
り
上
げ
た
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
単

に
記
録
資
料
を
残
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
正
し
く
伝

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
伝
え
る
た
め
に
は
「
伝
え
る
意
志

と
伝
わ
る
表
現
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
学
芸
員

は
、
こ
れ
ま
で
美
術
館
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
駆
使
し
、
多
様
な
視
点
で
東
日
本
大
震
災
を
表
現
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

展
示
資
料
は
、
当
館
学
芸
員
が
被
災
現
場
で
撮
影
し

た
写
真
２
０
３
点
、
同
様
に
収
集
し
た
被
災
物
１
５
５

点
、
歴
史
資
料
等
１
３
７
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
前
半
は
【
被
災
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
】
と
し
、
直

後
か
ら
の
被
災
現
場
の
多
種
多
様
な
状
況
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
後
半
は
【
被
災
者
感
情
と
し
て
】
【
失
わ
れ
た
も

の
・
こ
と
】
【
次
へ
の
備
え
と
し
て
】
【
ま
ち
の
歴
史
と
被
害

の
因
果
関
係
】の
４
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
被
災
現
場
写
真
に
、
そ
の
写
真
を
撮
影
し
た

際
に
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
の
よ
う
に
文
章
で
添
え
て
い
ま
す
。

被
災
物
は
「
電
柱
、
鉄
骨
、
家
屋
部
材
、
車
、
漁
船
」
な

ど
の
【
津
波
の
破
壊
力
、
火
災
の
激
し
さ
な
ど
、
物
理
的

な
破
壊
力
等
が
一
見
し
て
わ
か
る
も
の
】
、
ま
た
、
「
家

電
、
時
計
、
携
帯
電
話
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
玩

具
」
な
ど
の
【
災
害
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
日
常
を
象
徴
す

る
生
活
用
品
や
、
震
災
以
前
の
日
常
の
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
よ
う
な
も
の
】と
い
う
２
種
類
に
類
別
さ
れ
ま
す
。

被
災
物
に
は
、
様
々
な
立
場
の
被
災
者
を
想
定
し
た

聞
き
書
き
風
の
口
語
短
文
を
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
震

災
と
い
う
出
来
事
を
自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
感
じ
、
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
被

災
物
の
背
景
を
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
で
す
。

さ
ら
に
、
明
治
や
昭
和
の
三
陸
大
津
波
、
チ
リ
地
震
津

波
の
写
真
等
資
料
を
三
陸
沿
岸
の
過
去
の
津
波
被
害
記

録
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

約
２
年
間
の
活
動
を
通
し
、
私
た
ち
は
同
市
町
内
の
津

波
被
災
現
場
を
く
ま
な
く
歩
き
、
現
場
写
真
約
３
万
点
、

被
災
物
約
２
５
０
点
、
さ
ら
に
調
査
記
録
書
等
の
膨
大

な
資
料
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
25
(
２
０
１
３
)
年

４
月
３
日
に
は
、
そ
れ
ら
か
ら
厳
選
し
た
約
５
０
０
点
の

資
料
を
新
常
設
展
示
「東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の

災
害
史
」に
凝
縮
し
、
展
示
公
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
展
は
、
「
東
日
本
大
震
災
を
い
か
に
表
現
す
る
か
、

地
域
の
未
来
の
為
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
震
災
発
生
か
ら
の
２
年
間
、
被
災
地
で
生
活

す
る
中
で
得
ら
れ
た
様
々
な
情
報
や
、
調
査
活
動
か
ら

見
え
て
き
た
課
題
、
違
和
感
な
ど
を
【
東
日
本
大
震
災
を

考
え
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
と
し
て
１
０
８
つ
の
言
葉

を
選
定
し
て
文
章
化
し
、
展
示
資
料
と
並
行
す
る
形
で
添

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、
「
被
災
者
、

記
憶
、
表
現
、
想
定
外
、
未
曽
有
、
ガ
レ
キ
、
自
然
観
、
復

興
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

震
災
の
只
中
に
あ
っ
た
当
時
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
脈

で
、
起
承
転
結
を
語
れ
る
時
期
で
は
な
い
と
の
判
断
か

ら
、
時
系
列
で
は
な
く
内
容
重
視
の
構
成
と
し
ま
し
た
。

膨
大
な
文
字
量
、
煩
雑
な
資
料
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
混
沌
と
し
た
現
実
を
あ
え
て
そ
の
ま
ま
展
示
す

る
方
針
を
選
択
し
、
現
在
も
原
状
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
、
震
災
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
か
ら
、
学
芸
係
が
中
心
と
な
っ
て
、
気
仙
沼
市
と
南

三
陸
町
沿
岸
部
に
お
け
る
被
害
記
録
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
３
月
23
日
付
で
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
教
育
委
員
会
よ
り
「
気
仙
沼
市
、
南
三
陸

町
の
震
災
被
害
記
録
調
査
担
当
」
と
い
う
特
命
を
公
式
に

受
け
、
２
０
１
２
年
12
月
31
日
ま
で
そ
の
任
に
当
た
り

ま
し
た
。

記
録
調
査
活
動
の
目
的
は
単
に
震
災
被
害
を
記
録
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
地

域
の
最
後
の
姿
を
記
録
す
る
こ
と
で
し
た
。
津
波
は
文
化

ま
で
奪
い
去
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
再
生
す

る
た
め
の
手
掛
か
り
を
残
さ
な
け
れ
ば
、
地
域
住
民
は
そ

れ
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

地
域
再
生
の
為
に
、
文
字
通
り
命
が
け
で
震
災
を
記
録
し

ま
し
た
。
活
動
に
際
し
て
向
き
合
っ
た
命
題
は
次
の
３
つ

で
す
。

●
東
日
本
大
震
災
及
び
大
津
波
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
へ
の
災
害
被

害
の
実
態
を
記
録
、
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
復
旧
、

復
興
活
動
に
お
い
て
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
今
後
も
想
定
さ
れ
る
地
震
、
津
波
災
害
に
向
け

て
、
防
災
教
育
や
減
災
教
育
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
可
能
な
よ
う
に
震
災
被
害
の
実
態
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
東
日
本
大
震
災
被
災
と
い
う
重
大
な
出
来
事

を
、
地
域
の
重
要
な
歴
史
、
文
化
的
記
憶
と
し

て
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
、
あ

る
い
は
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
災
害
対
策
事
業

等
へ
の
具
体
的
な
資
料
提
供
を
行
う
こ
と
。

室内の壁には主に写真パネル、床には破裂したプロパ

ンガスボンベをはじめ、膨張したドラム缶、ひしゃげた

鉄骨、大破した漁船などの被災物がむき出しで並ぶ。

被災物に添えたテキスト

写
真
に
添
え
た
コ
メ
ン
ト
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本
号
は
、
前
特
集
号
(
２
０
２
２
年
６
月
１
日
号
)
に
続

く
、
「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
特
集
号
」
の
第
３
弾
と
な

り
ま
す
。
第
１
号
で
は
当
館
の
施
設
概
要
や
ご
利
用
方
法

の
ほ
か
、
見
ど
こ
ろ
や
事
業
内
容
な
ど
を
、
第
２
号
で
は

当
館
の
「
教
育
普
及
事
業
」
の
活
動
内
容
を
中
心
と
し
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
当
館
の
事
業
の
中
で
も
核
を
な
す
常
設
展

に
つ
い
て
改
め
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
号
と
併
せ

て
保
存
版
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
は
主
に
現
代
美
術
を
紹
介
し

つ
つ
、
地
域
の
生
活
文
化
を
普
及
す
る
た
め
の
歴
史
民
俗

系
常
設
展
示
を
持
つ
総
合
博
物
館
的
な
美
術
館
で
す
。

基
本
方
針
は
、
東
北･

北
海
道
の
美
術
を
中
心
に
調
査

研
究
、
展
覧
会
を
催
し
、
同
時
に
東
北･

北
海
道
を
エ
リ

ア
と
す
る
地
域
文
化
、
特
に
漁
村
文
化
と
食
文
化
を
中

心
に
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
研
究
、
蓄
積
、
展
示
し
ま
す
。

圏
域
に
内
在
す
る
文
化
資
源
を
発
掘
し
「
食
」
を
軸
と

し
て
紹
介
す
る
「方
舟
日
記
」。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
紹
介
す
る
「
収
蔵
美
術
作
品
展
」
。
東
日
本
大
震
災

の
記
録
資
料
等
を
常
設
展
示
す
る
「東
日
本
大
震
災
の
記

録
と
津
波
の
災
害
史
」
。
現
在
、
こ
の
【
民
俗
・
歴
史
】
・

【
ア
ー
ト
】
・
【
震
災
】
の
３
本
柱
が
当
館
の
常
設
展
の
基
軸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
美
術
館
や
博
物
館
に
も
、
た
い
て
い
「
常
設
展
」

が
あ
り
ま
す
。
「
常
設
展
」
と
い
う
の
は
、
『
常
』
に
『
設
』
け

ら
れ
て
い
る
『
展
』
示
の
こ
と
。
そ
の
館
の
活
動
方
針
に
沿

っ
て
調
査
・
研
究
・
収
集
さ
れ
た
資
料
や
所
蔵
品
を
常
時

公
開
し
て
い
る
展
示
の
こ
と
で
す
。

限
定
的
な
会
期
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い※

の
で
、
開
館

中
な
ら
い
つ
で
も
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の

博
物
館
・
美
術
館
等
で
は
こ
の
常
設
展
を
主
軸
と
し
て
、

年
に
数
本
の
企
画
展
(
多
く
の
場
合
は
会
期
限
定
)
を
開

催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

定
期
的
に
展
示
替
え
等
を
行
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。

開
館
前
、
当
圏
域
の
構
成
市
町
で
あ
る
気
仙
沼
市
、
唐

桑
町
、
本
吉
町
、
歌
津
町
、
志
津
川
町
、
津
山
町
(
現
:
登

米
地
区
)
の
一
市
五
町
の
文
化
資
源
を
発
掘
す
べ
く
「
宝

探
し
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
品
々
を
調
査
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
地
域
文
化
の
宝
」
と
し
て
生
活
道
具
や
漁

具
、
信
仰
に
関
す
る
品
々
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
当
初
は
、
そ
れ
ら
を
常
設
展
の
基
本
資
料
と
し
、

【
リ
ア
ス
の
美
と
造
形
】
と
題
し
て
当
地
域
の
「
日
常
」
と

「
ハ
レ
の
日
」
に
見
る
『
か
た
ち
』
と
『
文
化
』
を
紹
介
し
ま

し
た
。
一
方
、
美
術
収
蔵
品
を
有
し
て
い
な
い
当
時
は
美

術
作
品
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
１
(
平
成
13
)
年
に
は
、
【
方
舟
日
記
〜
海
と
山

を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
〜
】
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
こ
の
地
域
を
昔
か
ら
現
在
ま
で
支
え
続
け
て
き
た

「食
」を
軸
に
、
薄
れ
ゆ
く
地
域
の
民
俗
、
習
俗
、
歴
史
、
生

活
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
し
、
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

と
同
時
に
、
芸
術
文
化
理
解
の
一
助
と
す
る
展
示
と
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
寄
託
や
寄
贈
な
ど
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
美

術
作
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
、
収
蔵
美
術
作
品
展

も
常
設
化
し
ま
し
た
。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
の
絵
画
や
彫

刻
、
工
芸
な
ど
多
様
な
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
当
館
学
芸
員
の
一
人
、

萱
岡
主
任
学
芸
員
の
イ
ラ
ス
ト
で

ご
案
内
し
ま
す
。

担
当
は
歴
史
・民

俗
分
野
。
福
井
県
出

身
の
33
歳
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は

常
設
展
の
展
示
解
説
で
も
イ
ラ
ス
ト
を
担
当

し
て
い
る
当
館
の
山
内
館
長
が
描
い
て
い
ま
す
！

常
設
展
を
観
れ
ば
、
そ
の
施
設
の
基
本
方
針
や
地
域
の

歴
史
や
文
化
が
分
か
る
た
め
、
各
地
を
訪
れ
た
際
に
は
、

特
別
企
画
展
だ
け
で
な
く
「
常
設
展
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
！

そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

地
元
作
家
の
作
品
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

常
設
展
っ
て
何
？

リ
ア
美
の

常
設
展

前号の表紙

民
俗

歴
史

震

災

リア美常設展

３

ア
ー
ト

か

や

お

か

あ
ら
た
め
て
！

リ
ア
美

常
設
展

の
由
来

コ
モ
ン
ホ
ー
ル
(３
階
)か
ら
望
む
常
設
展
示
室
　
「ア
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

民俗・歴史展示　「方舟日記～海と山を生きるリアスなくらし～」　展示の一部 （民具や漁具の他、囲炉裏の再現展示などがある）

リ
ア
美
の
内
観
写
真

　
　
　
　
　
が
表
紙
だ
よ
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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展
設常

展
設常

荒井俊也

【歩くサッポロ一番 】

年

ブロンズ

（部分）

浅井元義 【気仙沼・南三陸のスケッチシリーズ】

年／紙・オイルパステル

鎌田紀子

【のだばる】

年

ミクストメディア（布ほか）

現代の身近な文化

を考える「方舟漂

流記」もあります。

方
舟
日
記 

～
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
～

収
蔵
美
術
作
品
展

は

　
こ

ぶ

　
ね

に

っ

き

三
陸
沿
岸
部
、
リ
ア
ス
の
暮
ら
し
は
、
黒
潮
と
親
潮
が

出
会
う
豊
か
な
海
と
、
そ
れ
に
接
す
る
豊
か
な
山
並
み
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
は
、
同
時
に
穏
や
か
な
内

湾
を
有
し
、
地
形
や
気
候
風
土
の
恩
恵
を
受
け
、
古
く
か

ら
漁
業
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
様
々
な
道
具
や
資
料
を
基
に
地
域
の
歴
史

や
生
活
文
化
を
【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
４
年
の
開
館
以
来
、
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

で
は
東
北
、
北
海
道
在
住
、
あ
る
い
は
所
縁
の
作
家
を
中

心
と
し
つ
つ
、
よ
り
多
様
な
芸
術
表
現
に
触
れ
る
機
会
を

地
域
住
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
企
画
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
の
内
容
を
見
て

み
る
と
、
油
彩
画
、
水
彩
画
、
版
画
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
の
表
現
様
式
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

広
域
圏
に
存
在
す
る
多
く
の
貝
塚
か
ら
判
断
で
き
る

よ
う
に
、
当
地
域
は
縄
文
の
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く

<
食
料
の
宝
庫
>
と
呼
べ
る
ほ
ど
<
食
>
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
食
料
が
不
可
欠
で

す
。
食
料
入
手
が
継
続
的
に
保
証
さ
れ
て
初
め
て
、
ヒ
ト

は
そ
の
土
地
に
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
広
域
圏
に
現
在
の
文
化
が
築
か
れ
た
最
大
の
理

由
、
そ
れ
は
「
そ
こ
に
豊
か
な
食
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
」
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
広
域
圏
一
帯
の
民

俗
、
習
俗
、
歴
史
、
生
活
文
化
を
知
る
た
め
に
は
<
食
文

化
>を
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
収
蔵
美
術
作
品
常
設
展
示
は
、
企
画
展
等
と
し

て
当
館
が
過
去
に
紹
介
し
た
作
家
よ
り
寄
託
、
寄
贈
い
た

だ
い
た
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
展

示
作
品
の
大
半
は
東
北
、
北
海
道
在
住
、
あ
る
い
は
ゆ
か

り
の
作
家
に
よ
る
作
品
で
す
。

作
品
鑑
賞
の
際
の
参
考
と
し
て
、
作
品
の
傍
ら
に
作
家

と
作
品
の
解
説
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
見

で
も
安
心
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
展
示
資
料
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る

様
子
な
ど
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
解

説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
学
芸
員
の
手
に
よ
る
そ
れ
ら

解
説
は
、
文
字
や
写
真
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
内
容
を

補
足
す
る
た
め
の
補
助
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
館
に
足
を
運
ん
だ
作
家
と
の
つ
な
が
り
は
、
地
域
の

大
切
な
文
化
的
財
産
と
な
り
ま
す
。
過
去
の
地
域
文
化

保
存
は
も
ち
ろ
ん
、
今
現
在
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
未
来

が
育
む
新
し
い
関
係
性
や
価
値
観
、
文
化
も
同
乗
で
き
る

<
方
舟
>
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
当
館
の
重
要
な
使
命
で

す
。
本
展
は
今
後
も
進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
先
生
へ
～

【
昔
の
道
具
】
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

校
外
学
習
や
遠
足
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

<豊
か
な
食
環
境
は
生
活
の
基
礎
>

<展
示
解
説
に
つ
い
て
>

本
展
示
で
は
、
生
活
道
具
や
農
具
、
漁
具
、
木
造
船
な

ど
、
昭
和
30
年
代
の
資
料
を
中
心
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
一
角
に
は
囲
炉
裏
の
再

現
展
示
な
ど
も
あ
り
、
イ
ラ
ス

ト
・
写
真
も
豊
富
な
の
で
幅

広
い
世
代
で
楽

し
め
ま
す
。

<昔
の
道
具
>

心
を
動
か
す

作
品
が
た
く

さ
ん
あ
る
よ
。

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1



展
設常

展
設常

荒井俊也

【歩くサッポロ一番 】

年

ブロンズ

（部分）

浅井元義 【気仙沼・南三陸のスケッチシリーズ】

年／紙・オイルパステル

鎌田紀子

【のだばる】

年

ミクストメディア（布ほか）

現代の身近な文化

を考える「方舟漂

流記」もあります。

方
舟
日
記 

～
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
～

収
蔵
美
術
作
品
展

は

　
こ

ぶ

　
ね

に

っ

き

三
陸
沿
岸
部
、
リ
ア
ス
の
暮
ら
し
は
、
黒
潮
と
親
潮
が

出
会
う
豊
か
な
海
と
、
そ
れ
に
接
す
る
豊
か
な
山
並
み
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
は
、
同
時
に
穏
や
か
な
内

湾
を
有
し
、
地
形
や
気
候
風
土
の
恩
恵
を
受
け
、
古
く
か

ら
漁
業
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
様
々
な
道
具
や
資
料
を
基
に
地
域
の
歴
史

や
生
活
文
化
を
【
食
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
９
９
４
年
の
開
館
以
来
、
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

で
は
東
北
、
北
海
道
在
住
、
あ
る
い
は
所
縁
の
作
家
を
中

心
と
し
つ
つ
、
よ
り
多
様
な
芸
術
表
現
に
触
れ
る
機
会
を

地
域
住
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
企
画
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
の
内
容
を
見
て

み
る
と
、
油
彩
画
、
水
彩
画
、
版
画
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
の
表
現
様
式
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

広
域
圏
に
存
在
す
る
多
く
の
貝
塚
か
ら
判
断
で
き
る

よ
う
に
、
当
地
域
は
縄
文
の
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く

<
食
料
の
宝
庫
>
と
呼
べ
る
ほ
ど
<
食
>
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
食
料
が
不
可
欠
で

す
。
食
料
入
手
が
継
続
的
に
保
証
さ
れ
て
初
め
て
、
ヒ
ト

は
そ
の
土
地
に
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
広
域
圏
に
現
在
の
文
化
が
築
か
れ
た
最
大
の
理

由
、
そ
れ
は
「
そ
こ
に
豊
か
な
食
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
」
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
広
域
圏
一
帯
の
民

俗
、
習
俗
、
歴
史
、
生
活
文
化
を
知
る
た
め
に
は
<
食
文

化
>を
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
収
蔵
美
術
作
品
常
設
展
示
は
、
企
画
展
等
と
し

て
当
館
が
過
去
に
紹
介
し
た
作
家
よ
り
寄
託
、
寄
贈
い
た

だ
い
た
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
展

示
作
品
の
大
半
は
東
北
、
北
海
道
在
住
、
あ
る
い
は
ゆ
か

り
の
作
家
に
よ
る
作
品
で
す
。

作
品
鑑
賞
の
際
の
参
考
と
し
て
、
作
品
の
傍
ら
に
作
家

と
作
品
の
解
説
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
見

で
も
安
心
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
展
示
資
料
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る

様
子
な
ど
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
解

説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
学
芸
員
の
手
に
よ
る
そ
れ
ら

解
説
は
、
文
字
や
写
真
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
内
容
を

補
足
す
る
た
め
の
補
助
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
館
に
足
を
運
ん
だ
作
家
と
の
つ
な
が
り
は
、
地
域
の

大
切
な
文
化
的
財
産
と
な
り
ま
す
。
過
去
の
地
域
文
化

保
存
は
も
ち
ろ
ん
、
今
現
在
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
未
来

が
育
む
新
し
い
関
係
性
や
価
値
観
、
文
化
も
同
乗
で
き
る

<
方
舟
>
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
当
館
の
重
要
な
使
命
で

す
。
本
展
は
今
後
も
進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
先
生
へ
～

【
昔
の
道
具
】
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

校
外
学
習
や
遠
足
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

<豊
か
な
食
環
境
は
生
活
の
基
礎
>

<展
示
解
説
に
つ
い
て
>

本
展
示
で
は
、
生
活
道
具
や
農
具
、
漁
具
、
木
造
船
な

ど
、
昭
和
30
年
代
の
資
料
を
中
心
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
一
角
に
は
囲
炉
裏
の
再

現
展
示
な
ど
も
あ
り
、
イ
ラ
ス

ト
・
写
真
も
豊
富
な
の
で
幅

広
い
世
代
で
楽

し
め
ま
す
。

<昔
の
道
具
>

心
を
動
か
す

作
品
が
た
く

さ
ん
あ
る
よ
。

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1



本
号
は
、
前
特
集
号
(
２
０
２
２
年
６
月
１
日
号
)
に
続

く
、
「
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
特
集
号
」
の
第
３
弾
と
な

り
ま
す
。
第
１
号
で
は
当
館
の
施
設
概
要
や
ご
利
用
方
法

の
ほ
か
、
見
ど
こ
ろ
や
事
業
内
容
な
ど
を
、
第
２
号
で
は

当
館
の
「
教
育
普
及
事
業
」
の
活
動
内
容
を
中
心
と
し
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
当
館
の
事
業
の
中
で
も
核
を
な
す
常
設
展

に
つ
い
て
改
め
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
号
と
併
せ

て
保
存
版
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
は
主
に
現
代
美
術
を
紹
介
し

つ
つ
、
地
域
の
生
活
文
化
を
普
及
す
る
た
め
の
歴
史
民
俗

系
常
設
展
示
を
持
つ
総
合
博
物
館
的
な
美
術
館
で
す
。

基
本
方
針
は
、
東
北･

北
海
道
の
美
術
を
中
心
に
調
査

研
究
、
展
覧
会
を
催
し
、
同
時
に
東
北･

北
海
道
を
エ
リ

ア
と
す
る
地
域
文
化
、
特
に
漁
村
文
化
と
食
文
化
を
中

心
に
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
研
究
、
蓄
積
、
展
示
し
ま
す
。

圏
域
に
内
在
す
る
文
化
資
源
を
発
掘
し
「
食
」
を
軸
と

し
て
紹
介
す
る
「方
舟
日
記
」。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
紹
介
す
る
「
収
蔵
美
術
作
品
展
」
。
東
日
本
大
震
災

の
記
録
資
料
等
を
常
設
展
示
す
る
「東
日
本
大
震
災
の
記

録
と
津
波
の
災
害
史
」
。
現
在
、
こ
の
【
民
俗
・
歴
史
】
・

【
ア
ー
ト
】
・
【
震
災
】
の
３
本
柱
が
当
館
の
常
設
展
の
基
軸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
美
術
館
や
博
物
館
に
も
、
た
い
て
い
「
常
設
展
」

が
あ
り
ま
す
。
「
常
設
展
」
と
い
う
の
は
、
『
常
』
に
『
設
』
け

ら
れ
て
い
る
『
展
』
示
の
こ
と
。
そ
の
館
の
活
動
方
針
に
沿

っ
て
調
査
・
研
究
・
収
集
さ
れ
た
資
料
や
所
蔵
品
を
常
時

公
開
し
て
い
る
展
示
の
こ
と
で
す
。

限
定
的
な
会
期
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い※

の
で
、
開
館

中
な
ら
い
つ
で
も
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の

博
物
館
・
美
術
館
等
で
は
こ
の
常
設
展
を
主
軸
と
し
て
、

年
に
数
本
の
企
画
展
(
多
く
の
場
合
は
会
期
限
定
)
を
開

催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

定
期
的
に
展
示
替
え
等
を
行
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。

開
館
前
、
当
圏
域
の
構
成
市
町
で
あ
る
気
仙
沼
市
、
唐

桑
町
、
本
吉
町
、
歌
津
町
、
志
津
川
町
、
津
山
町
(
現
:
登

米
地
区
)
の
一
市
五
町
の
文
化
資
源
を
発
掘
す
べ
く
「
宝

探
し
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
品
々
を
調
査
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
地
域
文
化
の
宝
」
と
し
て
生
活
道
具
や
漁

具
、
信
仰
に
関
す
る
品
々
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

開
館
当
初
は
、
そ
れ
ら
を
常
設
展
の
基
本
資
料
と
し
、

【
リ
ア
ス
の
美
と
造
形
】
と
題
し
て
当
地
域
の
「
日
常
」
と

「
ハ
レ
の
日
」
に
見
る
『
か
た
ち
』
と
『
文
化
』
を
紹
介
し
ま

し
た
。
一
方
、
美
術
収
蔵
品
を
有
し
て
い
な
い
当
時
は
美

術
作
品
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
１
(
平
成
13
)
年
に
は
、
【
方
舟
日
記
〜
海
と
山

を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
〜
】
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
こ
の
地
域
を
昔
か
ら
現
在
ま
で
支
え
続
け
て
き
た

「食
」を
軸
に
、
薄
れ
ゆ
く
地
域
の
民
俗
、
習
俗
、
歴
史
、
生

活
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
し
、
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

と
同
時
に
、
芸
術
文
化
理
解
の
一
助
と
す
る
展
示
と
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
寄
託
や
寄
贈
な
ど
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
美

術
作
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
し
、
収
蔵
美
術
作
品
展

も
常
設
化
し
ま
し
た
。
当
館
ゆ
か
り
の
作
家
の
絵
画
や
彫

刻
、
工
芸
な
ど
多
様
な
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
当
館
学
芸
員
の
一
人
、

萱
岡
主
任
学
芸
員
の
イ
ラ
ス
ト
で

ご
案
内
し
ま
す
。

担
当
は
歴
史
・民

俗
分
野
。
福
井
県
出

身
の
33
歳
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は

常
設
展
の
展
示
解
説
で
も
イ
ラ
ス
ト
を
担
当

し
て
い
る
当
館
の
山
内
館
長
が
描
い
て
い
ま
す
！

常
設
展
を
観
れ
ば
、
そ
の
施
設
の
基
本
方
針
や
地
域
の

歴
史
や
文
化
が
分
か
る
た
め
、
各
地
を
訪
れ
た
際
に
は
、

特
別
企
画
展
だ
け
で
な
く
「
常
設
展
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
！

そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

地
元
作
家
の
作
品
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

常
設
展
っ
て
何
？

リ
ア
美
の

常
設
展

前号の表紙

民
俗

歴
史

震

災

リア美常設展

３

ア
ー
ト

か

や

お

か

あ
ら
た
め
て
！

リ
ア
美

常
設
展

の
由
来

コ
モ
ン
ホ
ー
ル
(３
階
)か
ら
望
む
常
設
展
示
室
　
「ア
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

民俗・歴史展示　「方舟日記～海と山を生きるリアスなくらし～」　展示の一部 （民具や漁具の他、囲炉裏の再現展示などがある）

リ
ア
美
の
内
観
写
真

　
　
　
　
　
が
表
紙
だ
よ
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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展
設常

キーワードパネル 「風俗画報大海嘯被害録」の挿絵

現場での活動の様子（被災物の収集）

2011 年 3 月 29 日、気仙沼

市浜町（鹿折地区）の状況。津波

被災現場を歩くと、目にする光

景の非現実性、あまりの異常さ

に思考が停止してしまう。常識に

裏付けられた論理的な解釈がで

きず、一瞬、妙に幼稚な思考が顔

をのぞかせる。「巨人のいたずら

…」、などと感じたりするのだ。

実際、そんな程度の発想しかで

きないほどメチャクチャな光景

が果てしなく続いていた。

津波っつうの、みな持ってっ

てしまうべぇ、んだがら何にも

残んねえのっさ・・・

基礎しかねえし、どごが誰の

家だが、さっぱり分かんねんだ

でば。 そんでも、玄関だの、風

呂場だののタイルあるでしょ。

あいづで分かんだね。 俺もさ

ぁ、そんで分かったのよ。 手の

ひらくらいの欠片でも、家だが

らねぇ。

残ったのそれだけだでば。

被災物 「タイル片」

（気仙沼市･南三陸町各所

／2012.3.30～4.20）

気仙沼市･南三陸町

の小･中学生、高校生

は観覧無料です！

＊フリーパスポートをその場

で作れるよ！

次の津波に備えないといけないよね。

東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

陸
に
乗
り
上
げ
車
路
に
鎮
座
し
た
大
型

漁
船
群
と
柵
に
乗
り
上
げ
た
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
単

に
記
録
資
料
を
残
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
正
し
く
伝

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
伝
え
る
た
め
に
は
「
伝
え
る
意
志

と
伝
わ
る
表
現
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
学
芸
員

は
、
こ
れ
ま
で
美
術
館
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
駆
使
し
、
多
様
な
視
点
で
東
日
本
大
震
災
を
表
現
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

展
示
資
料
は
、
当
館
学
芸
員
が
被
災
現
場
で
撮
影
し

た
写
真
２
０
３
点
、
同
様
に
収
集
し
た
被
災
物
１
５
５

点
、
歴
史
資
料
等
１
３
７
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
前
半
は
【
被
災
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
】
と
し
、
直

後
か
ら
の
被
災
現
場
の
多
種
多
様
な
状
況
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
後
半
は
【
被
災
者
感
情
と
し
て
】
【
失
わ
れ
た
も

の
・
こ
と
】
【
次
へ
の
備
え
と
し
て
】
【
ま
ち
の
歴
史
と
被
害

の
因
果
関
係
】の
４
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
被
災
現
場
写
真
に
、
そ
の
写
真
を
撮
影
し
た

際
に
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
の
よ
う
に
文
章
で
添
え
て
い
ま
す
。

被
災
物
は
「
電
柱
、
鉄
骨
、
家
屋
部
材
、
車
、
漁
船
」
な

ど
の
【
津
波
の
破
壊
力
、
火
災
の
激
し
さ
な
ど
、
物
理
的

な
破
壊
力
等
が
一
見
し
て
わ
か
る
も
の
】
、
ま
た
、
「
家

電
、
時
計
、
携
帯
電
話
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
玩

具
」
な
ど
の
【
災
害
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
日
常
を
象
徴
す

る
生
活
用
品
や
、
震
災
以
前
の
日
常
の
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
よ
う
な
も
の
】と
い
う
２
種
類
に
類
別
さ
れ
ま
す
。

被
災
物
に
は
、
様
々
な
立
場
の
被
災
者
を
想
定
し
た

聞
き
書
き
風
の
口
語
短
文
を
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
震

災
と
い
う
出
来
事
を
自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
感
じ
、
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
被

災
物
の
背
景
を
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
で
す
。

さ
ら
に
、
明
治
や
昭
和
の
三
陸
大
津
波
、
チ
リ
地
震
津

波
の
写
真
等
資
料
を
三
陸
沿
岸
の
過
去
の
津
波
被
害
記

録
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

約
２
年
間
の
活
動
を
通
し
、
私
た
ち
は
同
市
町
内
の
津

波
被
災
現
場
を
く
ま
な
く
歩
き
、
現
場
写
真
約
３
万
点
、

被
災
物
約
２
５
０
点
、
さ
ら
に
調
査
記
録
書
等
の
膨
大

な
資
料
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
25
(
２
０
１
３
)
年

４
月
３
日
に
は
、
そ
れ
ら
か
ら
厳
選
し
た
約
５
０
０
点
の

資
料
を
新
常
設
展
示
「東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の

災
害
史
」に
凝
縮
し
、
展
示
公
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
展
は
、
「
東
日
本
大
震
災
を
い
か
に
表
現
す
る
か
、

地
域
の
未
来
の
為
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
震
災
発
生
か
ら
の
２
年
間
、
被
災
地
で
生
活

す
る
中
で
得
ら
れ
た
様
々
な
情
報
や
、
調
査
活
動
か
ら

見
え
て
き
た
課
題
、
違
和
感
な
ど
を
【
東
日
本
大
震
災
を

考
え
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
と
し
て
１
０
８
つ
の
言
葉

を
選
定
し
て
文
章
化
し
、
展
示
資
料
と
並
行
す
る
形
で
添

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、
「
被
災
者
、

記
憶
、
表
現
、
想
定
外
、
未
曽
有
、
ガ
レ
キ
、
自
然
観
、
復

興
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

震
災
の
只
中
に
あ
っ
た
当
時
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
脈

で
、
起
承
転
結
を
語
れ
る
時
期
で
は
な
い
と
の
判
断
か

ら
、
時
系
列
で
は
な
く
内
容
重
視
の
構
成
と
し
ま
し
た
。

膨
大
な
文
字
量
、
煩
雑
な
資
料
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
混
沌
と
し
た
現
実
を
あ
え
て
そ
の
ま
ま
展
示
す

る
方
針
を
選
択
し
、
現
在
も
原
状
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
、
震
災
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
か
ら
、
学
芸
係
が
中
心
と
な
っ
て
、
気
仙
沼
市
と
南

三
陸
町
沿
岸
部
に
お
け
る
被
害
記
録
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
３
月
23
日
付
で
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
教
育
委
員
会
よ
り
「
気
仙
沼
市
、
南
三
陸

町
の
震
災
被
害
記
録
調
査
担
当
」
と
い
う
特
命
を
公
式
に

受
け
、
２
０
１
２
年
12
月
31
日
ま
で
そ
の
任
に
当
た
り

ま
し
た
。

記
録
調
査
活
動
の
目
的
は
単
に
震
災
被
害
を
記
録
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
地

域
の
最
後
の
姿
を
記
録
す
る
こ
と
で
し
た
。
津
波
は
文
化

ま
で
奪
い
去
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
再
生
す

る
た
め
の
手
掛
か
り
を
残
さ
な
け
れ
ば
、
地
域
住
民
は
そ

れ
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

地
域
再
生
の
為
に
、
文
字
通
り
命
が
け
で
震
災
を
記
録
し

ま
し
た
。
活
動
に
際
し
て
向
き
合
っ
た
命
題
は
次
の
３
つ

で
す
。

●
東
日
本
大
震
災
及
び
大
津
波
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
へ
の
災
害
被

害
の
実
態
を
記
録
、
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
復
旧
、

復
興
活
動
に
お
い
て
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
今
後
も
想
定
さ
れ
る
地
震
、
津
波
災
害
に
向
け

て
、
防
災
教
育
や
減
災
教
育
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
可
能
な
よ
う
に
震
災
被
害
の
実
態
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
東
日
本
大
震
災
被
災
と
い
う
重
大
な
出
来
事

を
、
地
域
の
重
要
な
歴
史
、
文
化
的
記
憶
と
し

て
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
、
あ

る
い
は
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
災
害
対
策
事
業

等
へ
の
具
体
的
な
資
料
提
供
を
行
う
こ
と
。

室内の壁には主に写真パネル、床には破裂したプロパ

ンガスボンベをはじめ、膨張したドラム缶、ひしゃげた

鉄骨、大破した漁船などの被災物がむき出しで並ぶ。

被災物に添えたテキスト

写
真
に
添
え
た
コ
メ
ン
ト
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展
設常

キーワードパネル 「風俗画報大海嘯被害録」の挿絵

現場での活動の様子（被災物の収集）

2011 年 3 月 29 日、気仙沼

市浜町（鹿折地区）の状況。津波

被災現場を歩くと、目にする光

景の非現実性、あまりの異常さ

に思考が停止してしまう。常識に

裏付けられた論理的な解釈がで

きず、一瞬、妙に幼稚な思考が顔

をのぞかせる。「巨人のいたずら

…」、などと感じたりするのだ。

実際、そんな程度の発想しかで

きないほどメチャクチャな光景

が果てしなく続いていた。

津波っつうの、みな持ってっ

てしまうべぇ、んだがら何にも

残んねえのっさ・・・

基礎しかねえし、どごが誰の

家だが、さっぱり分かんねんだ

でば。 そんでも、玄関だの、風

呂場だののタイルあるでしょ。

あいづで分かんだね。 俺もさ

ぁ、そんで分かったのよ。 手の

ひらくらいの欠片でも、家だが

らねぇ。

残ったのそれだけだでば。

被災物 「タイル片」

（気仙沼市･南三陸町各所

／2012.3.30～4.20）

気仙沼市･南三陸町

の小･中学生、高校生

は観覧無料です！

＊フリーパスポートをその場

で作れるよ！

次の津波に備えないといけないよね。

東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

陸
に
乗
り
上
げ
車
路
に
鎮
座
し
た
大
型

漁
船
群
と
柵
に
乗
り
上
げ
た
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
単

に
記
録
資
料
を
残
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
正
し
く
伝

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
伝
え
る
た
め
に
は
「
伝
え
る
意
志

と
伝
わ
る
表
現
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
学
芸
員

は
、
こ
れ
ま
で
美
術
館
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
駆
使
し
、
多
様
な
視
点
で
東
日
本
大
震
災
を
表
現
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

展
示
資
料
は
、
当
館
学
芸
員
が
被
災
現
場
で
撮
影
し

た
写
真
２
０
３
点
、
同
様
に
収
集
し
た
被
災
物
１
５
５

点
、
歴
史
資
料
等
１
３
７
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

展
示
前
半
は
【
被
災
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
】
と
し
、
直

後
か
ら
の
被
災
現
場
の
多
種
多
様
な
状
況
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
後
半
は
【
被
災
者
感
情
と
し
て
】
【
失
わ
れ
た
も

の
・
こ
と
】
【
次
へ
の
備
え
と
し
て
】
【
ま
ち
の
歴
史
と
被
害

の
因
果
関
係
】の
４
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
被
災
現
場
写
真
に
、
そ
の
写
真
を
撮
影
し
た

際
に
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
の
よ
う
に
文
章
で
添
え
て
い
ま
す
。

被
災
物
は
「
電
柱
、
鉄
骨
、
家
屋
部
材
、
車
、
漁
船
」
な

ど
の
【
津
波
の
破
壊
力
、
火
災
の
激
し
さ
な
ど
、
物
理
的

な
破
壊
力
等
が
一
見
し
て
わ
か
る
も
の
】
、
ま
た
、
「
家

電
、
時
計
、
携
帯
電
話
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
玩

具
」
な
ど
の
【
災
害
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
日
常
を
象
徴
す

る
生
活
用
品
や
、
震
災
以
前
の
日
常
の
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
よ
う
な
も
の
】と
い
う
２
種
類
に
類
別
さ
れ
ま
す
。

被
災
物
に
は
、
様
々
な
立
場
の
被
災
者
を
想
定
し
た

聞
き
書
き
風
の
口
語
短
文
を
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
震

災
と
い
う
出
来
事
を
自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
感
じ
、
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
被

災
物
の
背
景
を
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
で
す
。

さ
ら
に
、
明
治
や
昭
和
の
三
陸
大
津
波
、
チ
リ
地
震
津

波
の
写
真
等
資
料
を
三
陸
沿
岸
の
過
去
の
津
波
被
害
記

録
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

約
２
年
間
の
活
動
を
通
し
、
私
た
ち
は
同
市
町
内
の
津

波
被
災
現
場
を
く
ま
な
く
歩
き
、
現
場
写
真
約
３
万
点
、

被
災
物
約
２
５
０
点
、
さ
ら
に
調
査
記
録
書
等
の
膨
大

な
資
料
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
25
(
２
０
１
３
)
年

４
月
３
日
に
は
、
そ
れ
ら
か
ら
厳
選
し
た
約
５
０
０
点
の

資
料
を
新
常
設
展
示
「東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の

災
害
史
」に
凝
縮
し
、
展
示
公
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
展
は
、
「
東
日
本
大
震
災
を
い
か
に
表
現
す
る
か
、

地
域
の
未
来
の
為
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
震
災
発
生
か
ら
の
２
年
間
、
被
災
地
で
生
活

す
る
中
で
得
ら
れ
た
様
々
な
情
報
や
、
調
査
活
動
か
ら

見
え
て
き
た
課
題
、
違
和
感
な
ど
を
【
東
日
本
大
震
災
を

考
え
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】
と
し
て
１
０
８
つ
の
言
葉

を
選
定
し
て
文
章
化
し
、
展
示
資
料
と
並
行
す
る
形
で
添

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、
「
被
災
者
、

記
憶
、
表
現
、
想
定
外
、
未
曽
有
、
ガ
レ
キ
、
自
然
観
、
復

興
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

震
災
の
只
中
に
あ
っ
た
当
時
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
脈

で
、
起
承
転
結
を
語
れ
る
時
期
で
は
な
い
と
の
判
断
か

ら
、
時
系
列
で
は
な
く
内
容
重
視
の
構
成
と
し
ま
し
た
。

膨
大
な
文
字
量
、
煩
雑
な
資
料
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
混
沌
と
し
た
現
実
を
あ
え
て
そ
の
ま
ま
展
示
す

る
方
針
を
選
択
し
、
現
在
も
原
状
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
、
震
災
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
か
ら
、
学
芸
係
が
中
心
と
な
っ
て
、
気
仙
沼
市
と
南

三
陸
町
沿
岸
部
に
お
け
る
被
害
記
録
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
３
月
23
日
付
で
気
仙
沼･

本
吉
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
教
育
委
員
会
よ
り
「
気
仙
沼
市
、
南
三
陸

町
の
震
災
被
害
記
録
調
査
担
当
」
と
い
う
特
命
を
公
式
に

受
け
、
２
０
１
２
年
12
月
31
日
ま
で
そ
の
任
に
当
た
り

ま
し
た
。

記
録
調
査
活
動
の
目
的
は
単
に
震
災
被
害
を
記
録
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
地

域
の
最
後
の
姿
を
記
録
す
る
こ
と
で
し
た
。
津
波
は
文
化

ま
で
奪
い
去
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
再
生
す

る
た
め
の
手
掛
か
り
を
残
さ
な
け
れ
ば
、
地
域
住
民
は
そ

れ
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

地
域
再
生
の
為
に
、
文
字
通
り
命
が
け
で
震
災
を
記
録
し

ま
し
た
。
活
動
に
際
し
て
向
き
合
っ
た
命
題
は
次
の
３
つ

で
す
。

●
東
日
本
大
震
災
及
び
大
津
波
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
へ
の
災
害
被

害
の
実
態
を
記
録
、
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
復
旧
、

復
興
活
動
に
お
い
て
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
今
後
も
想
定
さ
れ
る
地
震
、
津
波
災
害
に
向
け

て
、
防
災
教
育
や
減
災
教
育
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
可
能
な
よ
う
に
震
災
被
害
の
実
態
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
。

●
東
日
本
大
震
災
被
災
と
い
う
重
大
な
出
来
事

を
、
地
域
の
重
要
な
歴
史
、
文
化
的
記
憶
と
し

て
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
、
あ

る
い
は
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
災
害
対
策
事
業

等
へ
の
具
体
的
な
資
料
提
供
を
行
う
こ
と
。

室内の壁には主に写真パネル、床には破裂したプロパ

ンガスボンベをはじめ、膨張したドラム缶、ひしゃげた

鉄骨、大破した漁船などの被災物がむき出しで並ぶ。

被災物に添えたテキスト

写
真
に
添
え
た
コ
メ
ン
ト
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常設展って何？

発行／気仙沼･本吉地域広域行政事務組合
（気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2／TEL：0226-22-9111）

❷・･････・・常設展って何？

❸・・・・・・・・リア美の常設展

❹･････・・・常設展＊方舟日記展

❺・・・・････常設展＊美術作品展

❻❼・・・・・・常設展＊震災資料展

❽・・・・・・・・ご利用案内／お問合せ先

けせんぬま・もとよし広域

ご
利
用
案
内

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

お
問
合
せ
先

常
設
展
見
学
モ
デ
ル
ー
遠
足
や
校
外
学
習
に
も

開館時間 9：30～17：00（最終入館は～16：30）

休館日

毎週月・火曜日／祝日の翌日（土、日・

祝日を除く）・年末年始・メンテナンス

休館（12 月末～１月中旬頃）

入館料 無 料

観覧料

※フリーパス

ポートで圏域

内小･中学生、

高校生は無料

■常設展 （団体は２０名以上）

区 分 個 人 団体料金

一 般 700円 600円

大学･短大

専門学生
600円 500円

高校生 500円 400円

小･中学生 350円 250円

※常設展は 3 種ご覧になれます。

■企画展＝展覧会ごとに設定

■共催展等＝基本無料

特集号 Vol.3

収蔵美術作品常設展示室の様子 手前作品＝【 深 海 】 首藤 晃／2006 年／木・鉄

■
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス 

(30
分
〜
１
時
間
)

■
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス 

(目
安
２
〜
３
時
間
)

お
目
当
て
の
常
設
展
の
観
覧
(学
芸
員
解
説
も
可
)

社
会
科
　
「昔
の
道
具
」・「地
域
の
産
業
や
歴
史
」な
ど

美
術
科
　
「美
術
作
品
鑑
賞
」・「素
材
と
表
現
」な
ど

生
活
・総
合
　
「震
災
か
ら
学
ぶ
」・「減
災
学
習
」な
ど

※
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及

び
そ
の
介
護
者
１
名
は
常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
及
び
障
害
の
程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級

の
方
の
介
護
者
１
名
は
常
設
展
無
料
、
企
画
展
半
額
。

常
設
展
と
企
画
展
を
観
覧
▼
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
や

喫
茶
▼
建
築
の
観
賞
▼
シ
ョ
ッ
プ
で
お
買
い
物

　
企
画
展
鑑
賞
「
〇
〇
展
」
▼
美
術
・
民
俗
常
設
展
観
覧

　
　▼
昼
食
(レ
ス
ト
ラ
ン
)▼
震
災
常
設
展
観
覧

館
内
と
館
周
辺
の
散
策
・
展
望
台
で
の
記
念
撮
影
・
建

築
、
屋
外
作
品
観
賞
・中
庭
で
お
弁
当
ラ
ン
チ
な
ど
。

学
校
の
先
生
！
行
事
の
幹
事
さ
ん
！
当
館
学
芸
員
を
講

師
と
す
る
講
座
は
い
か
が
で
す
か
？
ジ
ャ
ン
ル
は
美
術
・
工

作
・
地
域
文
化
・
歴
史
・
民
俗
・
震
災
な
ど
幅
広
く
、
メ
ニ
ュ
ー

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
講
師
料
や
交
通
費
は
無
料
。
内
容

や
時
間
な
ど
は
応
相
談
。
ご
要
望
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

か
ら
「
出
前
授
業
に
つ
い
て
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

例
￥
０ 

で
楽
し
む
美
術
館 

(入
館
の
み
な
ら
無
料
)

出
前
授
業
の
ご
案
内
ー
講
師
料
は
無
料
で
す

三
陸
自
動
車
道
【
気
仙
沼
中
央
IC
】
か
ら
約
５
㎞
(
仙

台
市
か
ら
約
１
１
５
㎞
／
石
巻
市
か
ら
約
７０
㎞
／
陸

前
高
田
市
か
ら
約
25
㎞
)
、
東
北
自
動
車
道
【
一
関
IC
】
か
ら
約

50
㎞
◆
無
料
駐
車
場
あ
り
(普
通
37
台
・大
型
５
台
)

東
北
新
幹
線
【
一
ノ
関
】
ー
(
大
船
渡

線
)
ー
【
気
仙
沼
】
／
東
北
新
幹
線
【
仙

台
】ー
(気
仙
沼
線
)ー
【気
仙
沼
】 ※

気
仙
沼
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

(
約
15
分
〜
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※

「
タ
ク
シ
ー
割
引
券
」

と
「
常
設
展
観
覧
券
引
換
券
」
の
セ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
が
気
仙
沼

駅
前
観
光
案
内
所
、
気
仙
沼
市
観
光
協
会
(
電
話
:
０
２
２
６-

２
２-

４
５
６
０
)
で
販
売
中
。※

現
在
、
気
仙
沼
線
【
前
谷
地-

気
仙
沼
】
、
大
船
渡
線
【
盛-

気
仙
沼
】
間
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
。
＊
仙

台-

気
仙
沼
、
一
関-

気
仙
沼
間
で
高
速
バ
ス
運
行
中
。

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2023.6.1

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館


